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1．研究の目的

　イスラム圏は広範な地域に渡っているが，その歴史的

な中心地は聖地メッカのあるアラビア半島である。アラ

ビア半島の内陸部は世界で最も乾燥した気候区に属して

おり，不毛の地も多い。しかし，過酷な白然環境にも関

わらず古くから人々の生活が営まれ，高度な文化的隆盛

を歴史に留めている。この地域に見られる伝統的集落に

は，高い壁を巡らした堅固で閉鎖的な形態をもつものが

多い。また，住居も塔状に聳えた要塞然たるものが多い。

こうした形式の成因として，部族間闘争に対する防衛の

必要性や，生産に適した土地が極めて希少であるという

地理的な制約などが挙げられている。

　イスラム圏の典型ともいえるこのような集落の内部で

は，必然的に高密度な居住空間が形成されている。本研

究会の過去の調査においても，マグリブ地方やイラン高

原などで，独自で高度な空間構成をもち，周囲の環境と

巧みに順応している集落を数多く観察してきた文1),2)。

今回の調査研究は，これまでの研究の展開として，イス

ラム圏の中でも独特な居住形態をもつイエメンの伝統的
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集落を対象とし，現代の都市空間とは異質な文化的背景

のもとで成立している高密度居住の空間的特性を明らか

にすることを目的としている。

2．調査地域の概要

　イエメンはアラビア半島の南西端に位置し注1)，長い

歴史と文化を誇っている注2)。この地域では日干しレン

ガや石材で造られた6～8層にも及ぶ塔状住居が幾世紀

にも渡って建造されている。また，紅海沿岸の円形住居

や南部高地地帯の中庭型石造住居など，ヴァリエーショ

ンにも富んでいる。今回，調査を実施したのは以下の3

地域である。図2－1に調査の行程と調査集落の一覧を示

す。

1）中央高地；世界最古の摩天楼都市と呼ばれるサヌア

　　とその周辺の山岳集落における塔状住居。

2）東部砂漠地帯；ハドラマートの谷にある砂漠の摩天

　　楼として著名なシバームの塔状住居。

3）テイハマ地方；紅海沿岸の高温多湿地帯における円

　　錐形の屋根をもつコンパウンド型の集落。
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3．調査集落・住居の概要

3．1サヌア（⑲SAN'A　old　city）

　イエメンの首都サヌアは，中央高地（ア）中心近く，標高

2，260mに位置する都市である。城壁に囲まれた旧市街

は，現在でも都市生活の中心としての賑わいを見せてい

る。旧市街で最も目を引くのは，林立する塔状の住居群

である。城壁内には約7，500戸の住居があり，およそ

60，000の人々が生活している。住居の高さは15mに及び，

それらが幅5m足らずの街路を挟み壁状に連なっている。

1）サヌアの旧市街（図3－1，図3－2）

　サヌアの旧市街は，南北1km，東西1．5kmに及び，

およそ140haの広さがある、当初は，厚き4m程度の土

の城壁により囲まれていた。

　城壁には5つの門（バーブ）があり，その内，4つは

市街地に入る門で，残りの1つは軍事拠点であるカス

ル・アッシラ」川に通じている。市街地を南北方向に

縦断するように，イエメン門からシュウブ門にかけてス

ーク（市場）が延びている。両門から市街の中心に向か

う道の両側は，問口3m足らずの小さな店舗により埋め

尽くされている。中心部には狭い路地が複雑に入り組ん

だ，広さ約1．6haのセントラル・スーク注4)があり，安息

日の金曜を除いて常に賑わっている。また，普段は涸れ

河のワデイ・アッシラーがスーク・ゾーンの西側にある。

そのため旧市街の住居地域はスークとワデイにより3分

割された形になっている。

　セントラル・スークに迷路のように張り巡らされた路

地には，それぞれ銀スーク，香辛料スーク，金物スーク

など，扱われている品物の名前がつけられていて，同業

種の小さな店舗が路地の両側に並んでいる。これに加え

て約20軒のサムサラート注5)と呼ばれるキャラバンサラ

イがスーク内に建てられている。これらは中庭をもつ2

～3階建の堅牢な造りの建物で，現在では倉庫や博物館

に転用されている。

　住居地域はハラート6)と呼ばれる街区の集まりで，

旧市街には45のハラートがある。ハラートは塔状住居の

他にミナレット，モスク，ハンマームボなどの公共建

築物や，共同菜園であるブスタン（bustan）から構成さ

れている、、ミナレットは旧市街に64本建てられている。

A．ワティ・アッシラー
　　　　シラー

　　　　スーク
　　　　スク
　　　　遍り

／

モスク
ミナレット
スーク
サムサラート
ハンマーム
公衆トイレ
井戸
公共施殴
ブスタン

図3－1　サヌア旧市街・都市図
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高いものでは30mに達するミナレットは，塔状住居と類

似した造りで，石材と日干しレンガと漆喰が使用され，

表面には細かい装飾が施されている。大きなモスクでは

ミナレットを2本もつものもある。大小あわせて，城壁

内に42のモスクがあるが，中でもセントラル・スークに

隣接するグレート・モスクが最大でかつ最古のものであ

る。サウナ式の公衆浴場であるハンマームは城壁内に17

カ所あり，明かり取りのドームを頂く特殊な形態の建築

物である。その他の代表的な公共施設として，街路際に

設置された井戸がある。これらはいずれも人が集まるモ

スクやスークに隣接した場所に設けられている。

　塔状住居が密集して建ち並ぶ住居地域は，ヨーロッパ

の都市の広場のようなオープンスペースに乏しい。従っ

て住居に囲まれて点在するブスタンは高密度な市街地に

おける貴重な空隙になっている。ブスタンはモスクに寄

進された菜園で，それを維持管理する慈善団体（awqaf）

に属している。ビスター二と呼ばれる小作農が作る野菜

はブスタンの周辺の住居に直接売られ，さらに余ったも

のは路上で販売される。
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　　　　　　蘭・
　　　　　　而’
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2）サヌアの住居（図3－3）

　サヌア旧市街では，一般的に1つの塔状住居に1家族

が住んでいる。住居は幾世代もかけて上に向かって増築

するのが習わしで，街路レベルから6～10mまでは石積

みで，それより上部は日干しレンガ造である。

　住居は主に5～7階建であるが，その空間構成は極め

て様式化されている注8)。上下の階の移動は中央に位置

する回り階段により行われる。平均的規模の住居では各

階に部屋が2ないし3室あり，階段室から各部屋へのア

クセスは直接的，または前室を介して行われる。部屋の

用途は各階ごとに明確に決められている。地上階は入口

を入ったところが玄関ホールで，木製のドアの上部の欄

間から外光を取り入れている。ホールに隣接する奥の部

屋は主に家畜小屋である。かつては屎尿を貯蔵する場所

も1階に設けられたが，下水が完備した今は使用されて

いない。2階は桟敷階で，古い住居では吹き抜けの玄関

ホールを望むバルコニーが設けられている。この階の部

屋は居室としての使用を避け，穀物貯蔵庫として用いら

れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十FL「
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　3階より上の階は居室階となるが，居室階の第1層目

は客間を兼ねた居間になっている。友人や仕事上の客に

対するもてなしは，この部屋で行われる。居室階の2層

目にはディワーン注9)が設けられる。居室階が4層に渡

る場合，3層目が厨房に当てられる、，規模の大きな住居

の場合でも火を扱う厨房は1カ所に限られている。炉の

上部は垂れ壁で囲われ，煙は最上階のテラスに突き出た

煙突から排出する。最上階にはマフラージ注10)が設けら

れているが，その他の部分は屋、ヒテラスになっていて，

洗濯など女性達の作業場として使用される。マフラージ

は大きな窓をもつ明るい部屋で，男性達は午後になると

ここに集い，カート・パーティを催す。

　居室階の各階にある小さなハンマームは下方向に重な

る位置に設けられていて，汚水はまとめて1階に貯蔵さ

れる仕組みになっている。

　イスラム教の戒律を厳しく守るイエメンでは、女性は

家族以外の男性に顔を晒すことはできない。一般の住居

では，上階で生活している女性は玄関の鉄製のノックの

音で来客を知る。その際，女性は階段室を貫通して扉に

調査住居・酉側外観 　　　　　東側外観

、＝華爾㌧
姐い圃

括られたロープを上階から引っ張ることで鍵を開け，来

訪者に直接会うことなく住居内に招き入れる。来客時に

は客間から上の階段室はサービス動線として機能する。

　特徴的な街並みを形成する外壁には多様な装飾が施さ

れている。下層部には色の異なる石積みによる縞模様が，

上層部には階の変わり目にレンガをジグザグに積んだ紋

様が多い。居室の内部は漆喰で平滑に仕上げられた上に，

幾何学紋様や文字のアラベスクが描かれる。階段室は幾

何学紋様を施された腰羽目が，アラバスター（雪花石膏）

を混ぜた漆喰によって固く仕上げられ，イエメンの代表

的な工芸である石膏製の欄間11)やカマリー窓12)が内部

に幻想的な光を取り込んでいる。他に，水を気化熱で冷

やすための木製窓が随所に設けられている。

　調査住居は，古い建物が多く残る街区に建つ6階建の

もので，200年ほど前に造られたものである。現在は近

郊に移住した家主が時折使用しているにすぎないが，マ

フラージと5つの居室，2つの倉庫，2つのハンマーム

をもつ典型的な住居である。

階段室 6階前室　　　　　　　　　　屋上テラス
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3．2　サヌア周辺の集落

1）アル・ハジャラ（⑲AL　HAJJARA，図3－4）

　サヌアの西方50kmほどのところに，標高2，000～

3，000mの山々を擁するHaraz山地がある。この地域は

紅海からの季節風の影響下にあり，比較的多雨な気侯で

ある。そのため山の斜面一面に段々畑が広がり，麦やコ

ーヒーなどの作物の栽培が盛んである。とりわけ，コー

ヒーの栽培には霧が必要で，この地域の特産品になって

いる。Haraz山地の地理的・経済的拠点はマナハである

が，ここを中心として周辺の山々には数多くの集落が点

在している。

　アル・ハジャラは，周囲が500mほどの城塞都市で，

マナハから5kmほどの標高2，300mの山頂に位置する。

山の頂という特異な立地条件により自然の城壁と化して

アル・ハジャラ

調査住居　　　　　　　　　胴査住居

いるため，その内部には唯一設けられた城門からしか入

れない。人口は400人ほどで，5～6階建の塔状住居が

密集している。曲がりくねった細い路地が内部を一巡し

ていて，これに沿って，かつて生活用水として使われて

いた溜池やモスク，小さな広場などがある。

　住居は石造りで，低層部は家畜小屋と倉庫になってい

る。生活空間は2階から上である。サヌアを含む中央高

地の集落や住居は，基本的に類似した形態をしているが，

これらは文化的に強力な中心地であったサヌアの様式が

各地へ伝播したものであると考えられている。

　調査住居は，1つの住居に3家族が一緒に住んでいる。

階段室を共有しているが，各部屋への入口には鍵のつい

た扉があり，その部屋を他の家族へ貸すという形をとっ

ている。

　　バニ・ムーラー
（アル・ハジャラ近郊）
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2）コーカバン；シバーム（⑤KAWKABAN；④SH1BAM）

　コーカバンとシバームはサヌアの北西約40kmに位置

する兄弟都市である。半島状に突出した山塊の頂にある

コーカバンと，そこから350m下った山麓に広がるシバ

ームとは，前者が防衛を，後者が生産・交易を主に司り，

互いの立地に適した役割を担いながら共存共栄してきた。

上下の町は，シバームからコーカバンの人口に至る断層

線に沿う連絡路により結ばれている。連絡路を登り切っ

たところにある大きな城門を抜けて上の町コーカバンに

入る、，この町の人口は約2，500人で，5つのモスクと215

個の住居がある。雨水を生活用水として確保するために，

村内には8つの貯水池が設けられている。調査住居は築

70年で，夫婦と子供2人が生活している。

コーカバン；シバー一ム コーカバン

A1コーカバン
8．シバーム
C．違絡路
D．囲査住居
E．バーブ（門〕

1．玄関ホール
2．倉庫
3．居問
4．ハンマーム
5．寝室
6．マフラージ
7．厨房

胴査住居・外観　　　　　　マフラージ
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3）アル・マアラス（⑳AL　MAlRAS）

　紅海に面するティハマ地方は東西30－50km，南北

480kmの帯状の海岸平野である。季節風に乗って対岸の

アフリカ大陸から紅海を渡って運ばれてくる水蒸気と砂

のために，高温多湿でありながら土地は砂地になってい

る。決して快適とはいえない気候だが，山岳地帯から流

れ出る雨水が伏流水となって地下を流れ，生活用水には

事欠かない。ティハマ地方北部はサウジアラビアヘの交

易路に当たり，街道に沿って多くの集落が点在している。

この地域の住居はコンパウンド形式で，山岳地帯とは全

イ主居A・タ“観 住居A・ディテール

断面図

げoL」om集落配置図

平面図・2階　　　　　平面図・屋上

平面図・1階　　　　　平面図・3階

く異なり，むしろ対岸のアフリカの影響が見られる。円

筒状に築かれた土壁にドームを架け，屋根はワディに自

生する葦などで葺く。屋根は，紅海からの強い砂風に飛

ばされないようロープで厳重に縛ってある。天井高を高

くすることで室内に冷気をとどめることができる。また，

葦で編まれた足の長いベッドも猛烈な暑気に対する知恵

である。調査を行ったアル・マアラスは20戸余りの住戸

から構成されている。村の領域を明示するような境界は

ないが，周辺ではサボテンを巡らせた村も見られる。

住眉B　住居A・内部o一、．．叩

rr■．い1■二■一

　住居A・断面図

J住居レ〆㌣　夢

　③　　　　　　　　1ぺ

　　　　　　　　　　　　　・・家畜囲い初。、、m

　　　　　　　　　　　　　3．前庭　　　　　　L＿＿」

　　　　住居A・立面図　　　　　　　　　住居A・平面図
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 3．3シバーム（⑳SHlBAM）

 　「砂漠の摩天楼」と称されるシバームは，旧南イエメ

 ンの東部に位置し，ワデイ・ハドラマートの交易の中心

 地として栄えた。ワディとはアラビア語で河を意味する

 が，ハドラマートは標高およそ350mの広大な台地が，

 長い年月に渡って浸食され，幅2～15km，長さ200km

 にも及ぶ巨大な峡谷になったものである。

 　シバームは高密度の高層住居が特徴的である。集落は，

 谷底に盛られた295～355m×230mの土手の上に築かれ

 ている。その周囲は高さが6～9mの壁で囲まれている。

 この城壁はかつては他部族の侵入を防ぐためであったが，

 現在ではむしろ雨期の洪水から都市を守るために機能し

 ている。南東角にある唯一の城門をくぐると，内部に7

 つのモスクと5つの広場があり，約500戸の住居に7，O00

 人が生活している。シバームがコンパクトで高層である

 理由は，幾度の洪水を経て住居を少しでも高い場所に統

 合的に建設するのが有利との結論に至ったためである。

 この峡谷では，住居は上にしか展開できないのである。

 　シバームで最も高い住居は，街路レベルから29．2m

 　（城壁外のグランドレベルから36．5m）の高さのもので，

 地下室として使われる土手側の2層分を含めて8階建で

 ある。その他の住居は，多くが5階建である。シバーム

 の住居は全て日干しレンガで築かれている。壁厚は下層

 部で1m弱，上層部では30cm程度で，次第に薄くなっ

 ている。洪水対策として，低層部を分厚いすそ壁で補強

 している例が多い。屋上部分は2～3層のテラスになり，

 雨による浸食を防ぎ，太陽の熱を反射するために白いプ

 ラスターを塗っている。高さのそろった数層のテラスは，

 それだけで別の街並みが形成されているかのように見え

 る。各ブロックの中央部には10戸程度の住戸の共同の汚

 水シュートが設けられている。各戸の便所から落とされ

 る汚物を下にいる山羊が食べるという仕組みであるが，

 今ではほとんど使用されていない。

 　住居の階層ごとの用途はここでも明確に規定されてい

 る。1，2階は家畜小屋や倉庫で，開口部は少ない。居

 住空間は3階から上である。3階の居間（mahadir，マハ

 ディール）は男性の社交の場や，来客のために使われる。

 4，5階は女性と子供達の部屋（mirwah，ミルワー）に

 なっている。6階以上は，結婚した子供の家族が使用す

 る。上から1～2層の居間は，ルーフ・テラスに続いて

 いるため，住居の平面は上に行くほど小さくなっている。

 テラスは高い壁でいくつかに仕切られており，隣家の視

 線に晒されることはない。住居内が閉鎖的であるため，

 空に開かれたテラスは重要な生活空間になっている。テ

 ラスの外壁には，女性が顔を見られずに街路を見おろす

 ための覗き穴があり，また多くの家の上層部には，隣家

 と行き来できる通路と扉があり，外部の視線を避けるた

 めの繊細な配慮のもとに計画されていることがわかる。

 シバーム

 ポ

 ．ひ＿．6階

 平面図・5階

 　　　　　　　一 　　　　　　　五

 　　　　　　　　平面図・4階

 鶉
 自

 平面図・3階

 6

 而、 1≡1

 3■1

 。’≡

 旺

 断面図

 6 uo  6  '~ 

 ~3 ~ 3~ 

 ~2 [] ~ i '  ~~l 

 ~~l I i 

 平面図・2嗜　①

 　　　　　　　　N

 断面図

 　　　　　　　　1．倉庫
 　　　　　　　　2．マハディール
 　　　Om　　　5m 　　　］　　　3．ミルワー
 　　　　　　　　4．厨房
 　　　　　　　　5．ハンマーム
 面図・1階　　　　6．屋上テラス
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4．市街地の空間特性

　サヌア（⑲SAN’A old city）とシバーム（⑳SHIBAM）

に関しては，イスラム圏の都市としては比較的精度の良

い地図を入手できたので，いくつかの指標について数値

の算出を試みる、人口統計がないので，人口密度を正確

に算定できないが，サヌアが400～500人／haで，シバー

ムはそれ以上の値になっているものと推測される。共に

かなりの高密度であるが，その市街地の空間構成は多少

異なっている。

　まず，土地利用現況についてであるが，地図に記載さ

れている事項と現地での補足調査の結果は全て座標デー

タ及びその属性としてデータベース化している注13)。属

性としては，用途，階数，入口の位置等が入力してある。

このデータベースを基に，土地利用別の面積をまとめた

のが表4－1である注14)。この表を見ると，サヌアとシバ

ームの特性が良く表れている。大まかにいうと，サヌア

においては住居及び公共施設系の建物が占有する面積は

約40％で，残りの60％が空地系である。これに対し，シ

バームでは建物が約60％で空地系が40％と数値が逆転し

ている。これはシバームの方がより高密度でコンパクト

な市街地形成がなされているという印象と合致している。

サヌアでは市街地の中に，広大なブスタンがいくつもあ

る。一方，シバームではこれに替わるものとして汚水シ

ュートがある。ブスタンは全域の約16％，汚水シュート

は約9％を占めている。道路・広場に限って計測すると，

サヌアが約2（）％でシバームが約33％である。ひとつの街

区が小さいシバームの方が建物の周囲に必要な空きが多

くなり，道路率が高くなるのは当然であるが，広場や公

共施設の配置を見ると，計画性がより高いのがシバーム

で，住居の高層化と稠密化に伴うオープンスペースの必

要性を意識した全体計画になっていることがわかる。

　次に建物の分布状況についてであるが，階数のデータ

をもとに，建物の稠密性についての計測を行う。まず，

サヌアについて住居の床面積の分布状況を調べるが，そ

のための手法として，半径56．4mの円形の領域を想定し，

この内部に属する住居の延床面積を算定する。これは1

ha当たりの延床面積を意味し，この値はそこに住んで

いる人口の密度との強い相関が推測される。その結果を

アイソメ図により立体的に表現したのが図4－1である。

この図を見ると，市街地において住居は均質に分布して

いるのではなく，いくつかの密集地の集合体として存在

していることがわかる。サヌアの市街地は高密な住居集

合とブスタンのモザイク模様になっているが，この組成

的な特性が地形のうねりとして視覚的に表現されている。

市内を歩いていて，意外なところで視界が開けて驚かさ

れるが，住居部分の疎密のリズムが空間体験の単調さ，

閉鎖性を和らげているものと考えられる。旧市街のハラ

ートの分布と，山の位置の分布とがほぼ一致している。

表4－1 サヌアとシバームの土地利用現況

都市 サヌア シパーム
用途L　㌔面積（㎡）1構成比（％メ個数面積（㎡）1構成比（％＞個数
平 屋 63．22814．51110871．64212．13129

住2 階 建 120．02318．57118061．11611．45118
3 階 建 159．131111．36123991．02311．33115

居4 階 建 100．99517．211！6921鳩 3．95148
5 階 建 16．29311．161322 ！8．271178

系6 階 建 7251 0．05117 15．9！4120．691180
7 階 建 2631 0．021 2 1981 O．261 3
廃 屋 7．5231O，541146 1．69512．19126
小計 468．181133．4317，47138．677150．281497

モ　ス　ク27．16811．94143 3．19714．！617
公ス　ー　ク15．79311．！31115 一1 ■1 ■
サムサラート1：；：l10．50120 一1 一1 ■

共ハンマーム O，13113 一1 ■1 ■　■
公衆トイレ 8301 O．06124 一＝ ■＝皿　■

系井　　戸 1．50810．11146 一1 一1 ■　■
他の公共施設14．47811．03122 2．53413．29113
小計 68．67914．901283 5．73117．45120

プスタン 223．326115．95140 ’＝ 一≡■
空汚水シュート 一： 一1 ■ 7．07919．20142
地建物周囲 簑；：1；l125．551■ 一… 一1 ■　■
系道路・広場 20．171■ 25，仙2133．071一　■

小計 863．607161．67140 32．521142．27142
合計 1，400．4671100．001一 76．9281100．001’■

　　　’＾
先

鋼籔．I止二．
磁鐸蓼喫一

図4－1

I酪

サヌアにおける住居の延床面積の分布

、

11、

　　　　■，」
■　　　　　　　　　　　’“「p1

　　　・　　　　IL

　　　　　　　　11F

　　　■　　　　　　　　　　　□　　　　　I・・

　　　＾r，　1

ボニ■I．．．㌔、｝

■

図4－2

　　　　　　道路・広場　　　■汚水シュート

シバームの道路・広場と汚水シュートの分布
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 　一方，シバームの市街地は城門の脇にスークがあり，

 その周辺に公共的な建物が集中している。奥はほとんど

 住居系の建物で，奥に行くに従い，階数が高くなる傾向

 は見られるが，比較的均質に住居が並んでいる。7つあ

 るモスクも全域に均等に分布している。この町では建物

 部分よりもむしろ，空地の形状にその特性が良く表れて

 いる。図4－2は道路・広場と汚水シュートを抽出したも

 のである。汚水シュートは城壁に沿うものと，各街区に

 属するものがあり，後者は最大のモスクであるジャメ

 ア・モスクを取り囲むように配されている。いずれも袋

 小路状の細長い歪んだ形をしている。また，道路の縁部

 も凹凸の多い不整形をしている。これらは面積に比して，

 周長を長くすることを意図としたもので，例えば道路・

 広場部分は面積としては約25，500㎡であるが，その縁

 部の全長は約7，900mに及んでいる。道路網も一見不規

 則に見えるが，良くみると格子に近い位相をもっていて，

 計画的な街区構成になっていることが読み取れる。

 5．結語

 　イエメンの調査を通じて，この地域の集落の特殊性と

 その理由について考察したが，一見類似しているかのよ

 うに見えるサヌアとシバームでも，その構成原理が異な

 ることが明らかになった。イエメンは南北が統一された

 ものの，未だに部族杜会的な色彩が強く，治安も決して

 良好とはいえない状況にある。しかし，本研究により，

 その集落と住居が極めて構築的で，世界的に見ても超一

 級品であることを報告できたと思う。

 　最後に，調査に際して協カされた現地の方々に深謝す

 ると共に，本報告が端緒となり，イエメン建築に関する

 長期的，かつ継続的な研究が遂行されることを望む。

 ＜注＞
 1）イエメンは北緯15度付近に位置し，アラビア半島の中で地形
 　　的に最も高い地域である。古くから，幸福のアラビア（Arabia
 　Felix）と呼ばれ，砂漠のアラビア（サウジアラビア）と石の
 　　アラビア（北部シリア，ヨルダン）とは異なり，緑豊かな国上
 　　に恵まれていた。イエメンの風土は大まかに次の4つに区分

 　　される。
 　　①紅海，アラビア海に接する低地の海岸付近で高温多湿地帯。
 　　紅海沿岸の地域はティハマと呼ばれる。
 　　②サヌアを中心とする3，OOOm級の山が連なる中央高地帯。
 　　③東部のハドラマートの谷を中心とする砂漠地帯。
 　　④中央高地東部の丘陵地で山岳と砂漠の中間地帯。
 2）内陸部を東西に横切るハドラマート川流域はイスラム教が誕
 　　生するはるか以前より古代貿易の要衝として発達し，古代南
 　　アラビアのシバ王国の繁栄をはじめとして，アラビア半島で
 　　最も古い歴史を誇る地域である。30年に及ぶ南北対立や激し
 　　い内戦を経て，1990年イエメン共和固として南北イエメンが
 　　統一された。現在も誇り高き部族社会が形成されている。
 3）カスル・アッシラー（Qasra1－Silah）；旧市街の東端の最も高
 　　い位置にある軍事要塞。厚い城壁の内部には2つのモスクが

 　　ある。
 4）セントラル・スーク（central souq)；3m四方にも満たない

 　店舗が100種を超える業種ごとに集まっている。靴や金物，刀
 　剣などの工芸品を扱うスークでは，取引が行われる路地に隣
 　接して製作所が集まっている。スークで働く職人や商人を除
 　いて，夜間にスーク内に入ることは禁じられており，監視の
 　詰め所が全域に配されている。
 5）サムサラート（samsarat）；一階は大きな家畜小屋とそれを
 　　とりまく2－3層の貯蔵庫が設けられる。大きな柱が天井を
 　支え，上階は中庭を囲んだ生活空間となっている・
 6）ハラート（harat）；部族や職業，宗教などを共通とする者が
 　集住する街区。
 7）ハンマーム（hammam）；住居内部のトイレやシャワー室の
 　総称である。これに対して，都市施設としてのハンマームは
 　公衆浴場のことで，イスラム以前から存在していると伝えら
 　れる。住居から出る屎尿を燃やし，加熱した水を床下で循環
 　　させて床石を温める。水の循環を容易にするために建物は半
 　地下に埋められることが多い。大小の半球ドームが架られた
 　部屋は，洗い場や脱衣室など，用途や温度によって細かく区
 　分され，通常は，時間交代制で男女別に使用されている。
 8）サヌアの住居形式は，紀元6世紀，この地を支配したエチオ
 　　ピアのアクスム王国の古碑に記された高層住居の形式と同じ
 　起源をもつものと考えられている。
 9）ディワーン（diwanl；ディワーンとは階段室から奥に向かう
 　　方向性の強い部屋で，両開きの扉は普段は施錠されている。
 　　閉産や死など，家族の大切な行事のために用いられる。
 10）マフラージ（mafraj）；少なくとも三方の壁に縦長の窓が開け
 　　られた明るい空間で，床にはカーペットを敷き，壁に沿って
 　　クッションが並べられる。小さな住居ではマフラージの代わ
 　　りにマンッァール（manzar）と呼ばれる小さな部屋を最上階
 　　に設ける場合もある。
 11）石膏製の欄間（gypsum　fanlight）；縦長の窓の上などに円形
 　　または半円形につけられる。イエメンの伝統工芸の1つで，
 　　様々な文様で様々な色のガラスがはめ込まれる。
 12）カマリー窓（kamari）；厚さ約1．5cmのアラバスター（alabaster）
 　　板をはめ込んだ飾り窓。2つの円が縦に並んだ形状が多い。
 13）人力に用いた地図の出典はド記の通りである。
 　　（①サヌア（1／1000）；The　Executive　Office　for　the　Reservation
 　　　of　the　Old　City　of　SAN'A　Y．A．R．
 　　（カシバーム　（≒1／1000）；Arab　Tourist　Centre
 14）サヌアの地図には塔屋の形状と階数が記されているが，シバ
 　　ームについては建物階数と塔屋の形状を記した地図が入手で
 　　きなかったので，現地調査の結果に基づいて，塔屋を含めた
 　　階数を建物全体の階数とみなしている。また，サヌアの全面
 　　積については，南北に流れる川（ワディ・アッシラー）の面
 　　積を除外して算定している。

 ＜参考文献＞
 ユ）藤井明・及川清昭他“北西アフリカの伝統的集落形態に関す
 　　る研究”『研究年報，No．23』（財）住総研，1996，
 2）東京大学生産技術研究所原研究室『住居集合論（その3）』
 　　（SD別冊No．8），鹿島出版会，1976．
 3）R．B．Serjeant，Ronald　Lewcock　ed．“SANlAl　AN　ARABIAN
 　　lSLAMIC　CITY”Wor1d　of　Is1am　Festival Trust，1983．
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